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在イスタンブール日本国総領事館 

２０２５年６月 
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１．基本情報 

◇ トルコの一般事情 ◇ 

 

 ●正式国名 ： トルコ共和国(Republic of Turkey)  １９２３年１０月２９日共和国を宣言。 

 ●面  積 ： ７８万５７６k㎡ （日本の約２．１倍） 

 ●人  口 ： ８５, ６６４, ９４４人（２０２４年, 国家統計庁） 

 ●首  都 ： アンカラ 

 ●民  族 ： トルコ人、クルド人、少数民族としてアルメニア人、ギリシャ人、ユダヤ人、アラブ人等 

 ●宗  教 ： イスラム教（大部分がスンニ派）が国民の９割以上。憲法で政教分離が定められている。 

 ●気  候 ： 地中海性気候 

 ●電圧とプラグ ： 電圧２２０Ｖ、周波数は５０Ｈｚ。コンセントの形状は、Ｃタイプ・SEタイプが利用可能。 

 ●付加価値税  ： １０％と２０％ 

 ●在留邦人数  ： トルコ国内：１，７５６人（２０２４年） 

 ●主要都市と人口： イスタンブール    １５, ７０１, ６０２人 （２０２４年, 国家統計庁） 

                  アンカラ          ５, ８６４, ０４９人 

                  イズミル          ４, ４９３, ２４２人 

 ●時  差 ： 日本との時差はマイナス６時間。夏時間はない。 

 

（１）イスタンブールの特徴 

トルコ最大の経済都市  

トルコ全人口の１８％を有し、トルコのＧＤＰの約３０％を占める（２０２３年, 国家統計庁）。また日本の

経団連に当たるＴＵＳＩＡＤ（トルコ産業・実業家協会）など主要経済団体の本部を始め、大企業、メディ

アの本社（国営アナトリア通信及びTRTを除く。）が多数存在し、トルコ唯一の証券取引所であるボル

サ・イスタンブールも所在。 

 

トルコ最大の文化・観光都市 

イスタンブール旧市街地区（トプカプ宮殿、アヤ・ソフィア、ブルーモスクなど）は、１９８５年に世界遺産

に指定された。トルコには１９の世界遺産が存在し、世界から年間約４，９２０万人の外国人が訪れ、そ

のおよそ３０％がイスタンブールを訪れている（２０２４年, 文化観光省）。 

 

（２）通貨と両替 

 流通通貨はトルコリラ（TL）、 

補助通貨はクルシュ（Kuruş）。 

１ＴＬ＝１００クルシュとなる。 

両替は、空港、ホテル、市内の 

銀行、町中の両替店（トルコ語で 

Dövizと表記）で可能であるが、レ 

ートや手数料が店によって異なる。 

 

●為替レート  

（２０２５年５月２１日現在）  

１TL＝３．７０円  

  １USD＝３８．８５L  

(１USD＝１４３．９１円) 
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（３）チップ 

  ・ 空港ポーター  荷物１個につき、１ドル相当のトルコリラ。 

  ・ タクシー  おつりとして小銭が出る場合はそれをチップとするとよい。 

               スーツケース等の荷物がある場合には多めに支払うとよい。 

  ・ ホテル     荷物１個につき、１ドル相当のトルコリラ。 

                   サービスを依頼する時にも、１回につき１ドル相当のトルコリラ。 

  ・ レストラン 勘定書の５～１０％程度。 

店によっては、勘定書にサービス料が含まれている場合がある。 

  ・ 公共トイレ  係員がいる場合は表示金額を支払う。一般的に１０トルコリラ程度。 

 

（４）電話 

国際電話のかけ方 (日本へのかけ方) 

   ・００８１に続いて、日本の市街局番から０を取った番号をダイヤルする。 

     例：東京 ０３－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘに掛ける場合→００８１－３－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ 

 

（５）公共交通機関 

    イスタンブール中心部の交通量は多く、渋滞が激しい（特に、朝夕の通勤時間帯は移動時間に注意が

必要）。市内の公共交通機関としては、タクシー、市営バス、民営バス、メトロバス（道路の中央に設け

られた専用レーンを走るバス）、メトロ（地下鉄）の他、ミニバスやドルムシュと呼ばれる乗合タクシー、

アジア側とヨーロッパ側を結ぶ連絡船やフェリー等がある他、旧市街と新市街には路面電車（トラムヴ

ァイ）も走る。２０１３年１０月２９日にボスポラス海峡横断鉄道（マルマライ）が開通し、同鉄道は、ヨー

ロッパ側の旧市街シルケジ、アジア側のウスキュダル間を約４分で結ぶ。 

   イスタンブール空港から市内へのアクセス方法は主に以下の３つ。 

① メトロ（地下鉄） 

② タクシー 

③ 空港バス (Havaist) 

    

【地下鉄、路面電車】 

タッチ決済対応クレジットカードを改札にかざす（空港メトロM１１線では

非対応）か、回数券、右写真のイスタンブール・カード（Istanbulkart。プリ

ペイド式カード。リチャージ可能。）のいずれかを購入し乗車する。1回当

たりの運賃は、クレジットカード・回数券利用時：４０トルコリラ、イスタン

ブール・カード利用時：２７トルコリラ（運賃定額）。基本的に深夜は運行

しないが、週末のみ深夜も本数を減らして運行している。空港メトロM１１

線は毎日０６：００-００：００の間で深夜の運行は無い。 

 

【マルマライ（ボスポラス海峡横断鉄道】 

   乗車方法は上記地下鉄等と同じ。各駅で購入可能。運賃は乗車した駅によって異なる。（最大５９．７６

トルコリラ） 

※イスタンブール路線図は下図またはウェブサイト参照 

 
 

 

旧デザイン ↑ 

 

← 新デザイン 

https://www.metro.istanbul/yolcuhizmetleri/agharitalari
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【タクシー】 

   「ＴＡＫＳＩ」の表示がある。英語が通じる運転手は少なく、地図を見せて行き先を示すか、紙にトルコ語

を書いて示すなど工夫が必要。２０１７年１２月以降に営業を開始したタクシーは、車体の色をトルコブ

ルー又は黒にする事が義務付けられているため、一部黄色以外の車体のタクシーもあり、黄色のタク

シーとは料金体系も異なる。いずれもメーター制で、黄色タクシーの場合、初乗り料金は１３５トルコリ

ラである。メーターは４２トルコリラからスタートし、以降キロ毎に２８リラずつ加算されるが、最低１３５ト

ルコリラは支払う義務があると条例で定められている。不当な料金を請求する悪質な運転手もいるた

め、経路に注意を払うとともに、メーターが稼働しているかどうか要確認。釣り銭が少額の場合は切り

上げて支払うことが多く、荷物が多い場合などはチップを払うとよい。市内の移動でも、第一・第二・第

三ボスポラス大橋を通過する場合、橋の通行料が別途請求される（第一・第二大橋は４７トルコリラ、

第三大橋は８０トルコリラ）。 

 

     
 

【市バス】 

車体フロントと脇に路線番号、出発地、経由地、行き先が表示されている。車体は黄色。イスタンブー

ルカード・タッチ決済対応クレジットカードが利用可能。乗車時にカードを精算機にタッチして料金を精算

する（車内ではイスタンブール・カードのチャージができないので注意）。イスタンブール・カード利用時：

２７トルコリラ、クレジットカード利用時：４０トルコリラ。降車の際は降車ボタンを押し、中央か後ろのドア

から降りる。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiu7NnK56DdAhVEU1AKHSARBvIQjRx6BAgBEAU&url=http://www.xn--aydnrehberi-1zb.com/has-taksi-duragi/&psig=AOvVaw3A_Vhg59ZqydqOj791l14j&ust=1536131905734563
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【空港バス(Havaist)】 

   空港からの目的地が新市街であればHVL–9線のタクシム行き、旧市街であればHVL-1線のアクサラ

イ駅行きが便利。２４時間運行しており、３０分から１時間に１本出ている。空港内の案内表示に従って

地下のバス乗り場に行き、チケットは窓口や販売機で購入するか、バスの係員から直接購入する。市

内から空港に向かう際も、指定のバス停から乗り込む際に係員からチケットを購入する。 

   詳しい時刻表、バス停の場所、チケット料金などはHavaistのウェブサイトを参照。 

 

【その他】 

   ボスポラス海峡を挟んでヨーロッパ側とアジア側の２大陸にまたがるという土地柄、フェリーは市民の

日常的な交通手段の一つである。当地には市営・民営の複数の船会社が、ヨーロッパ側とアジア側を

結ぶ連絡船を運航している。主な路線として、カラキョイ～カドゥキョイ、エミノニュ～カドゥキョイ、エミノ

ニュ～ウスキュダル、ベシクタシュ～ウスキュダル、ベシクタシュ～カドゥキョイ、などがある。また、シ

ルケジ～ハレム間ではカーフェリーが運航している。利用料金は路線によって異なる。カラキョイ～カ

ドゥキョイ間では３８．１１トルコリラ（イスタンブール・カード利用時）。 

 

（６）郵便 

   郵便局は、「ＰＴＴ」と書かれた黄色い看板が目印。営業時間は、基本的に月曜日から金曜日の０８：３

０～１２：３０、１３：３０～１７：３０（地区や局によって営業時間が多少異なる）。中心地では土曜日に営

業しているＰＴＴもある。日本への郵送に要する日数は、手紙・はがきで約１～２週間、小包は航空便で

約１～２週間、船便の場合は約２～３か月を要する。 
 

（７）禁煙法 

２００８年５月に禁煙法が施行され、屋内、公共交通機関（タクシーを含む）、レストラン、バー、カフェ等

（野外は除く）での喫煙は禁止となった。禁煙法に違反した場合には、喫煙者に対して３６５～６１７トル

コリラ、喫煙場所の責任者に対しても８，５４０～４２，８５８トルコリラの罰金が科される。また煙草の吸

い殻を捨てた者に対しても、３，０３６トルコリラの罰金が科せられる。 

 

（８）新アルコール法 

２０１３年９月９日に「新アルコール法」が施行され、午後１０時から翌朝６時までの酒類販売が禁止さ

れている。しかし、レストラン・バー等に関しては、右時間帯でも酒類の提供は可能となっている。その

他、トルコの選挙投票日には夕方５時から翌日まで酒類販売が禁止。イスタンブール以外の都市では 

屋外での飲酒を禁止している都市もあるため、注意が必要。 

 

（９）気候 

イスタンブールでは、日本同様の四季を感じる事ができる。春は過ごしやすい陽気で、夏は比較的雨が

少なく、気温が３０度を超える日もある。１０月から１月にかけて降雨量が増え、曇りの日が多くなる。冬に

は雪が降る日もあるため、防寒対策が必要となる。観光のベストシーズンは６月から９月。 

 

 

【イスタンブールの平均気温・降水量等】 

https://www.hava.ist/
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２．観光 
 

（１）概観 

イスタンブールは、ボスポラス海峡によってヨーロッパ側とアジア側に分かれている。両大陸は、第一・第

二・第三ボスポラス大橋、ボスボラス海峡横断鉄道（マルマライ）、ユーラシアトンネルで結ばれている他、

フェリーが運航している。ヨーロッパ側は金角湾を挟んで北側が新市街、南側が旧市街に分けられる。新旧

市街は、ガラタ橋など４本の橋で結ばれている。主な観光名所は、旧市街に集中しており、健脚な人は徒

歩でも充分観光が出来る。また市内の主な名所を効率良く回るバスツアーが運行されており、これらのツア

ーは各旅行会社、主なホテルで予約可能。新市街はビジネスの中心地であり、近代的なビルや高級ホテ

ルが立ち並んでいる。 
 

（２）主な名所 

 

旧市街 

金角湾とマルマラ海及びビザンチン時代に築かれたテオドシウスの城壁に囲まれた区域。イスタンブール

歴史地区として、１９８５年ユネスコの世界遺産に登録されている。 
 

【トプカプ宮殿 (Topkapı Sarayı)】   

開館時間：０９：００-１７：００（入館１６：３０まで） 

※火曜休館 

入場料: ２，０００トルコリラ（トプカプ宮殿＋アヤイリニ＋ハ

レム） 

※中庭を含め敷地内全域禁煙 

コンスタンティノープルを征服したメフメット２世の命により

建設され、１４６７年に完成。１８５６年にアブドゥルメジト１

世がドルマバフチェ宮殿に居を移すまで、オスマン帝国の

歴代スルタンの居城であり、行政の中心であった。 

ボスポラス海峡と金角湾、マルマラ海を一望できる丘の上

に位置し、外壁は全長約５㎞、敷地面積は約７０万㎡に及ぶ。ここにはスルタンとその家族を始めとして、

最大約４,０００人もの従者らが暮らしていたといわれる。トプカプの名の由来は、海峡に面した場所に大砲

（トプ）を据えた門（カプ）があったため。宮殿内の「宝物殿」では歴代スルタンが収集した宝物が展示されて

おり、中でも、漁師が拾った原石をスプーン職人がスプーン３本と交換したといわれる８６カラットのダイヤモ

ンドや、イランのナディル・シャーに贈るために作られたが、反乱によりシャーが処刑されたために贈れずに

残ったトプカプの短剣等が有名。 

＊ハレム 

内壁の中には「ハレム」と呼ばれる、スルタンとその家族の居所及び政治行政が行われた中枢部分がある。

歴代のスルタンが増改築を重ねたため、いくつもの建物や部屋が連なり、庭園や離れなどもある複雑な構

造になっている。 

 

【アヤ（ハギヤ）・ソフィア (Aya Sofya)】    

開館時間：夏期 ０８：００-１９：３０  

       冬期 ０９：００-１９：３０ 

※金曜日は１２：００-１４：３０閉館 

入場料: ２５ユーロ（音声ガイド込み） 

※音声ガイドは自分の端末でQRコードを読み取ることで入手

可能。イヤホンをレンタルすることもできるが有料のため、持参

を推奨する。 

３２５年、キリスト教を国教と定めた東ローマ帝国のコンスタン
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ティヌス１世が建てた木造の礼拝堂を、３６０年、コンスタンティヌス２世が大ドームを持つ聖堂として完成さ

せたが、４０４年に起こった主教追放の騒乱によって焼失。テオドシウス２世が４１５年に再建するが、５３２

年、競馬場での揉め事から始まったとされるニカ（勝利）の暴動により再び焼失。現在残る建物は、ユスティ

ニアヌス１世が自身の威信にかけ、焼失から１か月以内に再建着工を命じたといわれ、５３７年に完成した。

完成時には盛大な献堂式が執り行われ、アヤ・ソフィアはギリシャ正教の総本山となった。以後約千年の間、

これを超える大きさの聖堂が築かれることはなく、現在でも世界第４位の規模を誇る。アヤ・ソフィアはその

後も地震によるドームの崩落や、第４次十字軍の略奪等の災難に見舞われ、１４５３年には、オスマン帝国

のメフメト２世によりコンスタンチノープルが征服され、アヤ・ソフィアはイスラム寺院（モスク）へと姿を変え

た。アヤ・ソフィアとは、「神の聖なる知識」を意味しており、この呼び方は、モスクになってからといわれてい

る。歴代スルタンにより数々の増築、改修が加えられ、１８世紀には壁のモザイク画やフレスコ画も漆喰で

覆われた。トルコ共和国成立後の１９３４年に初代大統領ケマル・アタテュルクによって宗教的施設としての

使用が禁止され、博物館として開放された際に漆喰が除去され、その下から多くのモザイク・フレスコ画が

出現した。２０２０年７月に再びイスラム寺院（モスク）へと変わった。２０２４年１月に、トルコ国籍を持たない

外国人観光客からの入場料徴収が始まった。アヤ・ソフィアの大ドームは高さ５６m、直径は３２m と３１m

の楕円形で、内部ではキリスト教時代ビザンチン美術の傑作とされるモザイク画やモスクへの改修後に施

された装飾があり、礼拝時間以外に鑑賞できる。 

 

【ブルーモスク (Sultan Ahmet Camii)】   

開館時間：夏期 ０８：３０-１９：００, 冬期 ０８：３０-１７：００ 

※金曜日は１４：３０より入場可能 （１日５回の礼拝の時間帯は入場不可）  

１６１６年完成。スルタン・アフメト１世が建築家メフメト・アーに「黄

金（アルトゥン）のミナレット（尖塔）を持つモスクを造れ」と命じた

が、メフメト・アーが「６本（アルトゥ）のミナレット」と聞き違えたた

め、世界でも珍しい６本の尖塔を持つモスクが完成したといわれ

る。中央にある大ドームは高さ４３m、直径は２３.５m であり、象の

足と呼ばれる４本の巨大な大理石の柱で支えられている。内部

は、ブルーモスクと呼ばれる所以となった青色を基調としたイズ

ニック・タイルで飾られている。モスク内は、２６０個ある窓から差

し込む自然光が荘厳な雰囲気を醸し出す。 

 

【考古学博物館 (Arkeoloji Müzesi)】  

開館時間：０９：００-２１：００ （入館２０：００まで） 

入場料：１５ユーロ 

１８８１年にトルコ人考古学者ハムディ・ベイにより、開設されたトルコで最初の考古学博物館。当時、欧米

列強がトルコの考古学的遺物に注目し、遺跡からの発掘品を数多く国外に持ち出していた。その散逸を惜

しみ、遺物の収蔵施設として博物館を開設。収蔵品は紀元前１５世紀から２０世紀まで、１０万点にも及ぶ。

見所として紀元前４世紀のものとされるアレクサンダー大王の石棺、紀元前３世紀のものとされる嘆き悲し

む女たちの石棺、紀元前５世紀のものとされるリキアの石棺等が有名。 

 

【地下宮殿 (Yerebatan Sarnıcı)】  

https://en.wikipedia.org/wiki/File:BlueMosqueCourtyard.jpg
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開館時間：０９：００-２２：００ 

入場料：０９：００-１８：３０ １３００トルコリラ 

       １９：３０-２２：００ ２０００トルコリラ 

６世紀に造られた地下の大貯水池。コンスタンティヌス１世が建設

し、ユスティニアヌス１世が増築した。幅７０ｍ×奥行き１４２ｍ×高

さ８ｍ、約８万立方メートルの水が貯水可能だったといわれる。３３６

本あった柱は周辺のギリシャ神殿から運んできたといわれ、そのほ

とんどがコリント式の柱頭を持っている。一番奥にはギリシャ神話に

登場するメデューサの頭部像が台座として使用されている。この施

設はビザンチン時代からオスマン朝時代までアヤ・ソフィア、トプカ

プ宮殿のための重要な貯水施設として利用された。柱が整然と並ぶ様を宮殿になぞらえ、「地下宮殿」と呼

ばれるようになった。 

 

【ローマ競技場跡 （ヒポドロム） (Hippodrome 'At Meydanı'）】 

ローマ時代に戦車競技が行われていた大競技場跡。現在は公園になっており、３本のオベリスクが残って

いる。その内の１本は、エジプトから運ばれて来たもので、高さが２６ｍの柱にはヒエログリフが、土台部分

にはテオドシウス帝の偉業や、オベリスクを運んだ当時の様子が刻まれている。もう１本は、コンスタンティ

ヌス帝の時代に、ギリシャのアポロン宮殿から運んできたものと言われている。 

 

【ヴァレンス水道橋 (Bozdoğan Kemeri)】 

３７８年ヴァレンス皇帝時代に完成。橋の上に溝が掘られており、ローマ時代からオスマン朝時代の１９世

紀後半まで長年にわたり、黒海に近い森（ベオグラードの森）の水源から約２０㎞に渡りイスタンブール中

心部へ水を供給し続けた水道橋の一部。現在でも残っている箇所は、長さ約８００m×高さ２６m のみ。 
 

【グランドバザール (Kapalı Çarşı)】  

０８：３０-１９：００ 日曜定休 

グランドバザールは１４６１年メフメト２世により建設され、スレ

イマン大帝によって拡張されたが、その後、再三にわたり火災

や地震で壊れ、１８世紀になって現在の石造りのものになっ

た。トルコ語では「カパル・チャルシュ」（屋根付き市場）と呼ば

れている。迷路のような敷地内には、約５,０００弱の店舗があ

り、貴金属、宝石類、骨董品、絨毯、トルコタイル、陶磁器の

皿、海泡石のパイプ、銀製品、民族衣装、皮革製品など、あり

とあらゆる物が売られている。また、中心部にある最も古い一

角は、オールド・バザール（イチ・ベデステン）と呼ばれ、骨董

品、金銀細工を売る老舗が並んでいる。 
 

【エジプシャンバザール (Mısır Çarşısı)】 
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平日・土曜日 ０８：００-１９：３０  無休 （※店によっては日・

祝日定休） 

日曜日 ０９：３０-１９：００ 

ガラタ橋の旧市街側のたもとにあるイェニ・モスクに隣接する

香料市場がエジプシャンバザールである（トルコ語では、｢ム

スル・チャルシュス｣という）。かつてここで売られていた商品の

多くがエジプトのカイロ経由で輸入されたことから、この名が

付いた。取り扱う商品としてハーブなどの香料が多かったこと

から、別名スパイス・バザールとも呼ばれる。グランドバザー

ルに比べて、食料品や雑貨など、庶民の日常の暮らしに関係

が深い商品が多いのが特徴。カラスミやキャビア、サフランな

どの香料、ピスタチオなどのナッツ類などが手に入る場所とし

て、多くの観光客が訪れる。 

 

【カーリエモスク (Kariye Camii)】 

開館時間：０９：００-１８：００※金曜は礼拝のため休館 

入場料：２０ユーロ 

４１３年に建設された東ローマ帝国時代の教会で旧名はコーラ修道院。その後オスマン帝国時代ではモス

クとして使われ、１４世紀のビザンチン・ルネッサンスの代表とされていた。特に、聖書に基づくキリストと聖

母マリアの一生を表した大小約１００個のモザイク画が有名である。２０２０年１０月３０日の金曜礼拝をもっ

て再びモスクとなった。２０２４年５月、約４年間の改修工事を経て一般公開された。 

 

【イェニ・モスク (Yeni Camii)】 

「新しいモスク」を意味する、ガラタ橋のたもとにあるモスク。ムラット３世の妃の命令により１５９７年に建設

が始まり、その後建築家の死去等の事情で一時建設が中断したが、ぜい弱な地盤を強化して、１６６０年に

メフメット４世の母により建設が再開され、１６６１年～６３年に完成したと言われている。 

 

【ガラタ橋 (Galata Köprüsü)】 

金角湾河口近くの、新市街と旧市街を結ぶ交通の要衝。最初の橋は１８４５年に架けられ、その後、数度に

わたり改修・増築された。現在の橋は１９９２年、旧橋の横に架けられた新しい橋であり、旧橋は現在の橋

の完成直後に焼失した。ガラタ橋周辺は釣りのポイントとして有名であり、連日多くの釣り人が釣り糸を垂ら

している。橋のたもとのエミノニュ港はアジア側とヨーロッパ側を行き来する人々を乗せたフェリーが発着し、

イスタンブールでも活気のある場所のひとつである。 

 

【スレイマニイェ・モスク (Süleymaniye Camii)】  

オスマン帝国が最も栄えた時期に君臨したスレイマン大帝の命により、１５５７年当時トルコ随一の建築家

といわれたミマール・シナンが建てたもの。アヤ・ソフィアを模して設計されたと言われる。 
 

【シルケジ駅 (Sirkeci Tren İstasyonu)】 

１８８３年１０月、パリからイスタンブールまでの国際列車、オリエント急行の終着駅として建設された。 

現在は、マルマライのシルケジ駅がある。 

 

【テオドシウス城壁 (Teodos Surları)】 

４１３年、東ローマ帝国のテオドシウス２世によって建造された城壁。マルマラ海から金角湾まで約６ｋｍに

わたって建てられていた。建設当時は２重のしっかりした城壁で、現在も当時の姿を一部残している。 

 

【イェディクレ (Yedikule)】 

「７つの塔」を意味するマルマラ海近くのテオドシウス城壁の要塞。オスマン帝国時代は補虜収容施設とし



11 

 

て使われた。 

 

【テクフル宮殿 （Tekfur Palace）】 

開館時間：０９：００ – １７：００（入館１６：３０まで）※月曜休館 

入場料：３００トルコリラ 

ファティ地区のエディルネカプに位置する。イスタンブールのブラヘルネ宮殿施設群のうち、唯一現存する

宮殿。 

 

 

新市街  

金角湾の北側に展開する市街。かつては、城壁に囲まれ、ジェノヴァ人の居住区となっていた。金角湾の

水辺から北に向かうにつれて街の雰囲気が変わり、高級ブティックやファッション店が並ぶイスティクラル通

りを経て、タクシム広場へ通じている。なお、この周辺には、欧州各国の総領事館や航空会社、銀行、高級

ホテルが立ち並んでいる。 

 

【ドルマバフチェ宮殿 (Dolmabahçe Sarayı)】  

開館時間：０９：００-１７：００ 月曜休館 

※写真撮影禁止 

入場料：１,５００トルコリラ （隣接の国立絵画博物館込み） 

オスマン帝国後期のスルタンが、旧市街のトプカプ宮殿から移って居

城にした宮殿。１８５４年、アブドゥルメジト１世の時代に埋め立て地に

建設。宮殿名もこの「埋め立てられた庭」に由来する。当時の西欧化

思考を反映して、フランスのバロック様式が取り入れられた宮殿とし

て知られ、家具類の多くもフランスから調達された。大サロンにあるイ

ギリスのビクトリア女王から贈られた重さ４.５トンの大シャンデリアは

見応えがある。トルコが共和制に移行してから、初代大統領アタテュルクが

官邸として使用していたが、同大統領は１９３８年１１月１０日午前９時５分、

執務中に同宮殿で逝去した。このため宮殿内の時計は故人を偲び、今も９

時５分を指したままである。 

 

【軍事博物館 (Askeri Müze)】  

開館時間：０９：００-１６：３０ 月曜休館    軍楽隊演奏：１５：００-１６：００ 

入場料：４００トルコリラ 

トルコの軍隊、戦争に関する資料、武器、軍服、遺品などが展示してある博物館。建物は元軍学校で、アタ

テュルクもここで学んだ。午後のオスマン軍楽隊（メフテル）の演奏は、一見の価値がある。 

 

【ガラタ塔 (Galata Kulesi)】    

開館時間：０８：３０-２３：００（入館２２：００まで） 

入場料：３０ユーロ 

東ローマ帝国時代にこの地に住み着いたジェノヴァ人が、居住地

の城壁の守りと陸・海の見張りをかねて建てた塔。一時は牢獄と

して使われていたこともあったが、最後は火の見の塔として使わ

れていたといわれる。旧名は「ペラ塔」（この地区はペラと呼ばれ

ていたため。）。現在は内部にエレベーターがあり、最上階は狭

いながらも回廊になっていて、イスタンブールを３６０度眺めること

が可能。 
 

【ルメリ・ヒサル (Rumeli Hisarı)】  



12 

 

開館時間：０９：００-１８：００（入場１７：００まで）月曜休館 

入場料：６ユーロ 

コンスタンティノープル征服のためにオスマン帝国のメフメト２世が、その足場にするため、１４５３年に４か

月という短期間で建設した要塞。壁づたいに階段を上がると、第二ボスポラス大橋やボスポラス海峡を一

望することができる。なお、「ルメリ」とは「ヨーロッパ」を意味し、対岸には「小アジア」を意味する「アナドル」

要塞があり、対を成している。またこの辺りは、ボスポラス海峡の最狭部に当たりその幅は６９８ｍ。 

 

【イスティクラル通り (İstiklal Caddesi)】 

新市街の中心であるタクシム広場から西に伸びる通りで、トルコ最大の繁華街の一つ。ブティック、レストラ

ン、銀行、映画館などが並んでいる。車の通行は禁止されている。通り沿いに路面電車（トランヴァイ）が運

行している。 

 

【オルタキョイ (Ortaköy)】 

オルタキョイは第一ボスポラス大橋近くのヨーロッパ側の海辺の地区。アクセサリーやおみやげ物を中心と

したお店や、カフェが並んでいる。クンピル（バターとチーズを混ぜたマッシュポテトにピクルス、ソーセージ、

コーンなどをトッピングしたもの）はオルタキョイ名物の一つ。 

 

アジア側 

【ベイレルベイ宮殿 (Beylerbeyi Sarayı)】 

開館時間：０８：００-１９：００ 月曜休館 

入場料：６００トルコリラ 

第一ボスポラス大橋のたもとにある宮殿。１８６５年、スルタン・アブデュルアズィズ帝の命により建設された

夏の離宮。ドルマバフチェ宮殿と同様、バロック様式とオスマン朝様式を合わせた折衷様式の宮殿。対岸

にあるドルマバフチェ宮殿の小型版という意味を込めて、キュチュク・サライ（小宮殿）とも呼ばれている。船

をモチーフにした豪華な内装は、船が好きだったスルタンの趣味を反映したもの。２４の部屋と６の広間が

あり、内部は日本等の各国から取り寄せた陶器、フランス製のシャンデリアで飾られている。 

【ウスキュダル (Üsküdar)】 

「ウスキュダルはるばる訪ねてみたら・・・」という歌で日本でも有名なこの地区は、古いトルコの面影を残す

木造家屋が並ぶ閑静な住宅街。この辺りから眺める対岸のアヤ・ソフィアやブルーモスクの日没時のシル

エットは、幻想的で美しい。 

 

【ハイダルパシャ駅 (Haydarpaşa Tren İstasyonu)】 

１９０３年、バクダット鉄道のアジア側の起点として、当時のドイツ帝国により建設された駅。イスタンブール

郊外への短距離列車やアナトリア方面の列車の発着駅として使われていたが、現在は工事のため閉鎖中。 

 

 
 

ボスポラス海峡 （Boğaziçi） 

ボスポラス海峡は、長さ約３０キロ、幅員は約８００ｍから３，５００ｍ。海峡の流れは、黒海とマルマラ海の

水位と塩分の関係で、通常表面は黒海からマルマラ海へ、底流はその逆になっている。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi3svaLj5XWAhWBPxQKHTmXD3YQjRwIBw&url=http://listelist.com/tarihi-haydarpasa-garinin-hikayesi/&psig=AFQjCNHb9aHNs-EbuFYMqj_UuFUf6kO5MQ&ust=1504943864184913
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１９世紀以来、国際海峡問題といえば、ボスポラス海峡と、マルマラ海からエーゲ海に抜けるダーダネルス

海峡の国際管理問題を指していたほど国際戦略上重要な海峡で、主要国がその支配権を狙って躍起にな

っていた。 

 

【第一．第二及び第三ボスポラス大橋】 

イスタンブールは、有史以来東西交通の要衝の地であり、現在もヨーロッパ・ハイウェイ（Ｅ－５）が市内を貫

いている。Ｅ－５とアジア大陸を結ぶために、１９７３年第一ボスポラス大橋（正式名称：７月１５日殉教者の

橋, 中央支間長：１,０７４ｍ）が建設された。その後、イスタンブールの人口増加に伴い、橋の交通量が予想

を上回って急速に増加したため、１９８８年、日本の援助（円借款計６１６億円）により、日本の企業（ＩＨＩ、三

菱重工、日本鋼管）が参加して、第二ボスポラス大橋（正式名称：ファーティフ・スルタン・メフメト橋, 中央支

間長：１,０９０ｍ）が建設された。２０１６年８月には、韓国企業により第三ボスポラス大橋（正式名称：ヤウ

ズ・スルタン・セリム橋, 中央支間長：１,４０８ｍ）が建設された。 

 

【ボスポラス海峡クルーズ】  

ガラタ橋の旧市街側のたもとにある船着き場エミノニュ（Eminönü）から、ボスポラス海峡を北上する定期観

光クルーズ船が運航されている。一日一往復の運航で、終点のアナドル・カヴァウ（Anadolu kavağı）まで片

道約２時間の船旅を楽しむことが出来る。その他、オルタキョイ（Ortaköy）やベシクタシュ(Beşiktaş)からもシ

ョートクルーズが運行されている。夏期には旅行代理店やホテルのプライベートボートも運航されている他、

高級ホテルが催すディナー・クルーズなども人気が高い。 
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３．食事 
 

（１）トルコ料理 

   トルコ料理はフランス料理や中国料理と並び、「世界３大料理」の一つとされる。豊富な食材と絶妙な

スパイスが織り成すトルコ料理は日本人の口にも合いやすい。なお、トルコはイスラム教徒が大半のた

め、豚肉を用いた料理はない。最も代表的な料理としては、角切りにした肉を串に刺して焼く「シシ・ケ

バブ」や、下味をつけた肉を積み重ねて円筒形の塊まりにして中心に鉄串を通し回転させて焼き、外側

から薄く削いで食べる「ドネル・ケバブ」などがある。どれもスパイスや香味野菜を利かして羊肉独特の

臭みを消す工夫がされている。 

また、トルコ近海で獲れる新鮮な魚料理も人気。大きなレストランの中には、客が魚を選んで、焼く・揚

げる・蒸すなどの調理法を指定するとそれに沿って調理してくれる店もある。主菜と共に重要なのが、

「メゼ」と呼ばれる前菜。新鮮な野菜や魚介、豆類をトマトソース・オリーブ油などで調理したものが多く、

様々な種類がある。「ラク」という独特の風味があるトルコ特産の強い酒と共に、トルコ料理には欠かせ

ないものになっている。 

 

（２）飲み物 

  ● 水 

   イスタンブールの水道水は飲料に適さないので、ペットボトルに入ったミネラルウォーターを飲むこと

を推奨する。路上の売店やスーパー等で500mlのペットボトル１本当たり１０－１５トルコリラ程度で販

売されている。 

 

● アイラン 

    冷たいヨーグルトの飲み物。甘みはなく塩味で酸っぱいが、特に夏場には美味しく、肉料理

と相性が良い。 

 

  ● チャイ 

    トルコ人が日本人のお茶と同じ感覚で飲んでいるのがチャイ（紅茶）である。紅茶の葉を煮

出したものをお湯で薄め、小さなグラスで飲む。 

 

● エルマ・チャイ 

    林檎風味の甘酸っぱいお茶で、チャイと同じく小さなグラスで飲む。  

 

   ● トルコ・コーヒー 

     コーヒーの粉に砂糖を加え、柄の長いジェズヴェという器で煮立てて作る大変濃いコーヒー。小さな

コーヒー・カップで飲むが、底にコーヒーの粉が沈殿して残っている。飲み終わったカップを受け皿の

上に逆さにして置き、粉の垂れた跡で占うコーヒー占いもある。なお、西欧でコーヒーが飲まれるよう

になったのは、１６８３年、ウィーン攻略に失敗して敗退したトルコ軍の陣地跡に置き去られたコーヒ

ーの粉からヨーロッパ中に広まったという説もある。 

 

● アルコール類 

     トルコ人の多くはイスラム教徒であるがアルコール類を嗜む人も少なくない。アルコール類は日本と

同じく西欧のものを含め入手可能で、レストランでも供されている。また葡萄酒を蒸留した「ラク」と呼

ばれる酒は、別名「ライオンのミルク」と呼ばれ、水で割ると白く濁るのが特徴である。口当たりは良

いがアルコール度が高いので、深酔いしないように注意が必要。 

    ２０１３年９月に「新アルコール法」が施行された結果、酒類販売は午前６時から午後１０時

までとなり、午後１０時以降の販売は禁止。しかし、アルコールを提供しているレストラン・

バー等については、酒類販売禁止時間帯でも提供可能。 
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   ● サーレップ 

    ラン科のサーレップという植物の根の粉末に牛乳、砂糖を入れて作る冬の代表的な温かい飲み物。

シナモンやジンジャーを少し加えて飲むと体が温まる。 

 

（３）トルコのお菓子 

   トルコのデザート（菓子類）は、総じて甘いものが多い。代表的なものとしては、ピスタチオの入ったパイ

にたっぷりシロップをかけた「バクラバ」、ライスプディング「ストラッチ」、ゼリー状の「ロクム」など。 

 

                
 

 

４．主要レストラン 
総領事館で利用実績がある主なレストランは以下のとおり。 

 

＜トルコ料理＞ 

Hanedan Restaurant Meat & Fish （ハネダン レストラン ミート アンド フィッシュ） 

会食会場として当館の利用実績多数。ベシクタシュ埠頭近く。ボスポラス海峡の眺望有り。個室は無い。 

住 所：Barbaros Meydanı, Motor İskelesi Yanı, Çiğdem Sokak No:3, Beşiktaş 

電 話：+90 (212) 260 48 54 

 

Seven Hills Restaurant（セブン ヒルズ レストラン） 

スルタンアフメット広場近く。テラスからはアヤソフィアやブルーモスク、マルマラ海を見渡す事ができる。 

住 所：Cankurtaran, Tevkifhane Sk. No:8 Kat:3, 34122 Fatih（Seven Hills内） 

電 話：+90 (534) 522 37 93 

 

Namlı Kebap（ナムル ケバブ） 

総領事館より徒歩15分。当館館員の利用多数。南東アナトリア料理を主に提供する。肉料理に定評有。 

住 所：Levent, Gonca Sk. no:3, 34330 Beşiktaş 

電 話：+90 (212) 284 52 94 

 

 

＜日本料理＞ 

Nobu Istanbul（ノブ イスタンブール） 

リッツカールトン内。世界展開するNOBUグループのイスタンブール店。ボスポラス海峡の眺望有り。 

最大12名を収容できる個室有り（要予約）。 ※個室は眺望無し 

住 所：Askerocağı caddesi No:6. Elmadağ, Süzer Plaza, 34367 Şişli（Ritz Carlton内） 

電 話：+90 (212) 334 30 34 

 

Itsumi（五味） 

総領事館より徒歩10分。当館館員の利用多数。寿司や天ぷらを中心に提供する。 

住 所：Levent Mah., İş Kuleleri Kule 2 D:43, 34330 Beşiktaş 

電 話：+90 (212) 264 64 48 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiSm-_i6sbaAhWIsKQKHQFKBYoQjRx6BAgAEAU&url=http://www.karakoygulluoglu.com/fistikli-kare-baklava&psig=AOvVaw1LkiNU5QsVy_TfYocx-pvT&ust=1524244317990860
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjGoYmO68baAhVP_KQKHV0WAZIQjRx6BAgAEAU&url=http://kunar.com.tr/urun/firin-sutlac/&psig=AOvVaw0xuRCIKE8OPsr8t81Rcd3p&ust=1524244412328337
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.kackalori.com.tr/Uploads/Kaloriler/1-adet-lokum-sade-kac-kalori_42_2.jpg?width%3D300&imgrefurl=http://www.kackalori.com.tr/KacKalori/1-adet-lokum-sade&docid=fL4iVPfLe8HT4M&tbnid=6WILTFDb7jRdwM:&vet=10ahUKEwjhpquf68baAhUoyaYKHSDTA0gQMwhjKCswKw..i&w=300&h=200&bih=740&biw=1575&q=lokum&ved=0ahUKEwjhpquf68baAhUoyaYKHSDTA0gQMwhjKCswKw&iact=mrc&uact=8
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Udonya（優曇也） 

当館館員の利用多数。ポイントホテルタクシム内。メニューの幅広さに定評有り。個室有り（要予約）。 

住 所：Kocatepe, Topçu Cd., 34437 Beyoğlu（Point Hotel Taksim内） 

電 話：+90 (212) 256 93 18 

 

 

５．買い物 

代表的なお土産 

 

  【絨毯・キリム】 

     かつてトルコ人が遊牧民であった時代に、最も重要な家財の一つが絨毯とキリムであった。絨毯の

素材は、主に羊毛か絹で、糸の染色には天然の草木染めが用いられているものもある。織り目が細

かく、裏と表の模様があまり変わらないものが高級品とされている。製作は若い女性の手作業によ

るもので、小さなものでも１年以上かかるため、一人の女性が一生の内に織ることができる絨毯の数

は限られるといわれる。トルコで最も高価な絨毯は、ヘレケという村で織られたもので、特に細かい

作業が必要な絹の絨毯は、指が細い少女時代にしか織ることが出来ないとされ、希少価値がある。

最近は中国製の偽物も出回っているので注意が必要。キリムは絨毯より薄手の羊毛の織物で、

様々な色や柄がある。値段も手頃で、店によっては日本に配送してくれる。 

 

  【トルコ石】 

     美しい空色で知られるトルコ石は、イランやエジプトが原産。昔、トルコを経由して世界に供給されて

いたため、この名が付いたと言われる。練り物やプラスチック等の粗悪品もあるので注意が必要。 

 

  【海泡石】 

     海泡石は世界中で採れるが、パイプなどに加工出来る良質のものは、トルコを中心とする地域でし

か採れないといわれる。海泡石の特徴は、軽くて柔らかく加工がしやすいこと。海泡石のパイプを使

い込むと、あめ色に変わってくることで知られている。 

 

  【トルコタイル】 

     モスクの内装には、美しいタイルが使われているが、中でもイズニック・タイルは有名である。 

チューリップやカーネーションなどの花をモチーフにしたものが多い。 

もろくて欠けやすいので実用には適さないが、壁飾りとして楽しめる。 

 

  【ナザールボンジュ】 

     丸い青いガラスに、目のような模様が付いているトルコのお守り。この目が魔除けに

なると言われている。幼児に付けたり、家に飾ったりする。 

 

  【金製品】 

     グランドバザールの目抜き通りには、宝飾品や金製品を売る店が並んでいる。但しここの金製品は

必ずしも安いとはいえず、市中の他の店と比較することが望ましい。 

 

【銀、銅製品】 

金製品に比べて安く手に入るのが銀製品。お盆や鏡、花瓶、食器類、写真立てなどがある。また銅

製品としては、エッチング加工された飾り皿や、トルコ風の鍋などがある。 

 

【皮革製品】 

     ジャンパーやコートなどから、バック、財布などの小物まで種類も豊富。但し、中には粗悪品もあるの
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で、縫製やなめしの良し悪し等に注意して選ぶ必要がある。 

 

  【食べ物】 

     ドライ・フルーツはあんず、イチジクなど、種類も豊富である。またピスタチオなどのナッツ類、はちみ

つも、質が高いものが多い。この他、コーカサス地方の栗をトルコ風のマロングラッセに仕立てたケ

スターネ・シェケリ、定番のロクム、綿菓子のようなピシマニエが美味しく人気がある。 

 

 

６．ホテル 
総領事館で利用実績が多いホテルは以下のとおり。 

 

＜タクシム地区＞ 

● Hilton Istanbul Bosphorus 

住所： Cumhuriyet Cad. Harbiye 

電話： ＋９０-（０）２１２-３１５-６０００ 

タクシム地区に位置する５つ星ホテル。全室浴槽付き。 

ホテルは国際会議場に隣接しており、要人訪問の際の

利用実績が多く、我が国要人の受け入れに定評有り。 

海側の部屋からはボスポラス海峡が見渡せる。 

ホテル内には高級中華レストラン（龍 ドラゴン）がある。 

 

● Point Hotel 

住所： Topçu Cad. No:2 Taksim 

電話： ＋９０-（０）２１２-３１３-５０００ 

タクシム地区に位置するホテル。一部浴槽付き。ホテル

道路脇にイスタンブール空港及びサビハギョクチェン空

港行きの空港シャトルバスが停車するため、交通の利便

性が高い。１階には、日本料理居酒屋レストラン優曇也

（うどんや）がある。 

 

＜ベシクタシュ地区＞ 

● Conrad Istanbul Bosphorus Hotel 

住所： Cihannüma Mah. Saray Cad. No:5 Beşiktaş 

電話： ＋９０-（０）２１２-３１０-２５２５ 

ベシクタシュ地区に位置する５つ星ホテル。一部浴槽付

き。海側の部屋からはボスポラス海峡の眺めが見渡せ

る。２０１６年に改装が完了し、部屋の設備が新しい。 

上記ヒルトンとは同系列。 

 

 ＜レベント地区＞ 

● Delta Hotels by Marriott Istanbul Levent 

住所： Büyükdere Cd. No: 187 Şişli  

電話： ＋９０-（０）２１２-４０１-６６９９ 

２０２１年にオープンした、レベント地区に位置する５つ星

ホテル。浴槽付きの部屋は無し。メトロＭ２号線レベント駅

及びショッピングセンターに隣接しており立地が良い。 

総領事館から徒歩約１０分。 

  



18 

 

７．旅行の際の注意 
 

イスタンブールは、名所・旧跡が多く、魅力的な観光地である一方で、観光客を狙った犯罪も多いため、十

分気を付ける必要がある。また、近年も市民が犠牲となるテロ事件が発生しているほか、各種犯罪の発生

率は東京よりも高く、日本より一段高い防犯意識が必要。 

 

（１）治安状況 

・２０１７年１月１日の ISIL によるテロ事件以降、数年間はイスタンブールにおいては大きなテロは発生

していなかったが、２０２２年１１月１３日、新市街の繁華街であるイスティクラル通りで一般市民６人

が犠牲となる爆弾テロ事件が発生、２０２４年１月には ISIL によるサリエル地区に所在するサンタマリ

ア教会襲撃事件、２０２４年２月には DHKP/C による裁判所襲撃事件が発生している。当地において

テロの脅威は引き続き存在することから、十分な安全対策が必要である。 

 

・今後も「ＰＫＫ」や「ＩＳＩＬ」等による、トルコ政府関係機関や外国人を狙ったテロの発生には十分な注

意が必要であり、人が多く集まる場所への立寄りをできる限り避ける等注意する。 

 

〔注意事項〕 

● 必要のない限り、警察・軍関係の車両、建物に近づかない（警察施設や車両を撮影しない）。 

   ● 置き去りにされた鞄、袋、包み等の不審物を発見した場合には近づかない。 

   ● 街頭のゴミ箱には、なるべく近づかない。 

   ● 公園のイスに腰掛ける際はイスの下、及び周辺に不審物が無いか十分注意する。 

   ● 公共交通機関など不特定多数の人が集まる場所では、周囲の状況に注意を払い、不測の事態に 

巻き込まれないよう安全確保に努める。 

 

（２）大規模抗議デモ 

 当地ではデモが頻繁に行われ、数百人規模のデモも珍しくない。最近では、２０２３年１０月にイスラエ

ル・ガザ情勢に伴い、当地イスラエル総領事館前で警察官が動員される大規模なデモが発生、２０２５

年３月のイスタンブール市長の拘束を受け、共和人民党（ＣＨＰ）や学生を中心にイスタンブールを含

むトルコ全土で抗議運動が発生しているため、安易にデモには近づいたり写真を撮ったりせず、デモ

に遭遇した場合には、速やかにその場から離れる。 
 

（３）ぼったくりバー  

    観光地等で旅行客等のふりをして、偶然の出会いを装い、｢日本が好きだ。｣、｢友人になりたい。｣等と

言葉巧みに飲食に誘い、女性が接客するバーに連れて行かれる。バーで法外な料金を請求され、所

持していた現金を脅し取られたり、ATMでキャッシングを強要される等のいわゆるぼったくりバー被害

が多発している。観光地等で知り合った者から紹介された怪しい店の利用は控える。 

 

（４）悪徳じゅうたん店 

   特に、スルタンアフメット地区及びその周辺において、日本語で話しかけるなどして親しく接近し、食事

や酒を振る舞った後、頃合を見て絨毯屋に案内し、言葉巧み、かつ、執拗に法外な値段で絨毯を売り

つけようとする事案が発生している。事前に料金を確認し、納得して購入することが大切である。購入

の意思がなければ毅然と断ること。 

 

（５）銃器犯罪 

   レストランや路上等において、トルコ人同士の口論などのトラブルがエスカレートした発砲事件が多発

しており、時に銃撃戦に巻き込まれ周囲の市民が負傷する事案も発生している。例えばレストランで大

きな声で怒鳴り合う声が聞こえた時、街中で連続したクラクションが聞こえた時、また警察官がトラブル
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を仲裁しているところを見たときなどは、近寄らず早めにその場を離れること。またもし大きな破裂音を

聞いた時は、躊躇せずに低い姿勢を取り、遮蔽物に隠れるなど迅速に身を守る行動をとること。 

 

（６）タクシー料金詐欺 

   遠回りをする、釣り銭をごまかす等して客に対し不当な料金を請求する悪質タクシーも散見される。 

   （ただし、イスタンブールは一方通行も多く、悪質な遠回りかはわかりにくい面もある。） 

タクシーは、タクシー乗り場やホテルから乗車するようにし、｢流し｣のタクシーへの乗車は、できるだけ

避けることが望ましい。 

 

（７）置き引き、スリ 

トプカプ宮殿やブルーモスク等の観光地において、見学に夢中になっている隙に鞄が開けられ、旅券、

財布等の貴重品が抜き取られる盗難事案が発生している。また、メトロやバザールにおいても、人ごみ

に紛れスリを行う者もいる。この手の犯罪は、プロの犯罪集団によるものと考えられるケースが多く、鞄

や上着、ズボンのポケットなど、盗まれやすい場所に貴重品を入れておかないように心掛けるとともに、

デイバッグやショルダーバッグなどはしっかりと体の前方に置くことが大切である。 

 

（８）性犯罪 

  観光地や土産物屋等で日本語や英語で話し掛けられ、食事等に誘われて、人気の無い場所やホテル

に連れて行かれるような事案が発生しており、特に女性が１人で行動する際には注意が必要である。 

 

（９）路上強盗 

   観光地等で旅行者等を装い、日本語で話しかけるなど親近感を与えて油断させ、人気のない公園や

路地裏等に誘い込み、待ち受けていた仲間と共に、暴行を加えたり、凶器をちらつかせるなどして金品

を強奪する強盗事案がまれに発生している。特に夜間の一人歩きの際は細心の注意が必要である。 

 

（１０）災害 

   トルコは日本と同様に地震のリスクが高い国であり、イスタンブール地震基本計画によれば、３０年以

内にイスタンブールで大地震が高確率で発生するとされる。地震への備えや準備をしておくことが重要

である。 

 

 

 

 

８．日本からの航空便 

 

（１）直行便 

 ターキッシュエアラインズ（トルコ航空）便(ＡＮＡと共同運航)がイスタンブール～羽田・成田・関西間を

運航している。 

ANAが2025年2月12日よりイスタンブール～羽田間を週3便で運航開始。 

   （２０２５年５月２１日現在） 

 曜日 ＴＫ便名 出発時刻 到着時刻 

イスタンブール→羽田 毎日 ＴＫ１９８ ０２：００ １９：２０ 

羽田→イスタンブール 毎日 ＴＫ１９９ ２１：４５ ０４：５０ (＋1) 



20 

 

 

 

 

※ターキッシュエアラインズは２００８年４月からスターアライアンスに加盟。 

 

（２）その他の航空便情報 

    当地からはターキッシュエアラインズのヨーロッパ、中東、アフリカ、アジア諸国への直行便が多くあり、

乗り継ぎで日本へ向かう乗客も多数いる。またイスタンブールに乗り入れている外国の航空会社で、

当地経由日本行き便も多数ある。 

 

９．主な連絡先   

トルコ国番号９０  イスタンブール・ヨーロッパ側市外局番０２１２ 

 

（１）在イスタンブール日本国総領事館 

開館時間：０９：００－１２：００／１３：３０－１６：３０（土曜、日曜、祝日等は休館日） 
所 在 地：Consulate-General of Japan, 

Tekfen Tower 10th Floor, Büyükdere Cad. No:209, 4. Levent , 34394 , Istanbul 

   電  話 ： ＋９０－（０）２１２－３１７－４６００ （緊急時２４時間対応） 

   Ｆ Ａ Ｘ ： ＋９０－（０）２１２－３１７－４６０４ 

 

 E-mail:  領事班        ryoji@it.mofa.go.jp 

           広報・文化班    culture@it.mofa.go.jp 

           経済班        ekonomi@it.mofa.go.jp 

 

（２）トルコの緊急通報番号 

１１２ （市外局番必要なし／警察、消防、救急） 

 

（３）病院 

● インターナショナル/アジュバーデム病院............電話： ＋９０－（０）２１２－４４４－０６６３/４６８－４４４４ 

● アメリカン病院.................................................................電話： ＋９０－（０）２１２－４４４－３７７７/５７７７ 

 

（４）イスタンブール国際空港 （ヨーロッパ側） 

電話（代表）： ＋９０－（０）２１２－４４４－１４４２ 

イスタンブール→羽田 月・水・土 ＮＨ２２０ １７：２５ １０：５０ (＋１) 

 羽田→イスタンブール 月・水・土 ＮＨ２１９ ０８：１５ １５：２５ 

イスタンブール→成田 毎日 TＫ５０ １５：５０ ０９：０５ (＋1) 

成田→イスタンブール 毎日 ＴＫ５１ １０：３５ １７：４５ 

イスタンブール→関西 毎日 TＫ８６ ０２：１０ １９：００ 

関西→イスタンブール 毎日 ＴＫ８７ ２２：２５ ０４：５５ (＋1) 

mailto:ryoji@it.mofa.go.jp
mailto:culture@it.mofa.go.jp
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（５）サビハ・ギョクチェン国際空港 （アジア側） 

電話（代表）： ＋９０－（０）２１６－５８８－８８８８ 

 

（７）主要航空会社 

トルコ航空（ＴＫ） 電話：＋９０-（０）２１２-４４４-０８４９ (コールセンター・24 時間対応） 

全日本空輸（ＮＨ） 
電話：＋８００-４４８-８２４６５７（コールセンター・24 時間対応・日本語

対応） 

ペガサス航空（PC） 電話：＋９０-（０）８８８-２２８-１２１２ (コールセンター・24 時間対応） 

アナドルジェット航空（ＶＦ） 電話：＋９０-（０）８５０-３３３-２５３８ 

エミレーツ航空（ＥＫ） 電話：＋９０-（０）２１２-３１５-４５４５ 

エティハド航空（ＥＹ） 電話：＋９０-(０）２１２-３２６-８６２６ 

エールフランス航空（ＡＦ） 電話：＋９０-(０）２１２-３７５-５７７７ 

カタール航空（ＱＲ） 電話：＋９０-(０）２１２-２９６-５８８８ 

KLM オランダ航空（ＫＬ） 電話：＋９０-(０）２１２-３７５-５７７６ 

シンガポール航空（ＳＱ） 電話：＋９０-(０）２１２-４６３-１８００ 

ルフトハンザ航空（ＬＨ） 電話：＋９０-(０）２１２-２６６-５７０３ 

 


